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へ
v
y
-
-
フ
ォ
ー
ド
，
の
綴
時
的
思
想
は
主
ご
し
て
彼

の
E
V
守

口
P
E
n同
戸
よ
央
三
(
一
九
二
二
)
M
A
E
叶
O
且

mq

E品
叶

O
B
2
2弓
ョ
(
一
九
二
六
)
の
二
者
を
通

ιて
窺
ム

こ
さ
が
出
来
司
。
。
彼
は
そ
の
中
に
『
5
一
忠
臣
に
は
二
つ

の
経
借
法
が
存
す
る
ご
一
五
っ
て
居
る
。
一
つ
は
彼
が

HiBRHr向。雪
-
o
t
叫
ぶ
方
法
℃
、

F
5
5
0
E
は

U
E
-

E
昂

E
Z
の
金
儲
の
た
め
仁
有
在
す
る
己
の
見
地
か
ら

「
安
〈
買
っ
て
高
〈
寅
る
」
ニ
イ
」
を
共
特
徴
ピ
す
る
も

の
、
今
一
つ
は
漣
に
消
費
者
の
方
か

ι出
殺
し
、
『
Eω

マ

ロ
自
ω

の
繁
栄
が
枇
曾
の
購
買
力
に
依
存
す
る
ご
見
て
、

英
源
泉
で
あ
る
労
賃
収
入
の
充
貨
を
計
る
も
の
で
あ

h
、
従
っ
て
先
の
芭
は
反
調
ド
「
高
〈
買
っ
て
安
〈
由
民

第
二
十
五
省

入

ノ、

第

鵠

る
」
り
が
此
純
の
経
替
法
切
特
徴
で
、
之
を
彼
は
者
釦
問
。

足。
Z
2
t
呼
ん
で
居
る
。

一
フ
ォ
ー
ド
に
よ
れ
ば
此
二
つ
の
絞
借
方
法
は
枇
曾
の

一
物
質
的
生
産
力
の
畿
途
の
程
度
に
応
じ
一
1
夫
々
泌
用
を

一
目
指
仁
す
"
へ
き
も
の
で
ゐ
り
、
郎
ら
前

ω方
法
は
主
ご
し

一
℃
需
要
の
鈍
閣
の
限
ら
れ
た
小
規
模
の
手
工
業
的
生
産

に
、
又
品
悼
の
方
法
は
無
限
の
陛
界
市
場
を
持
つ
大
規
模

の
近
世
的
工
場
生
産
に
池
隠
す
る
。
そ
し
て
彼
は
か
、

る
立
川
掛
か
ら
、
所
謁
資
本
主
義
の
行
詰
は
、
今
日
の
貸

業
家
が
、
近
世
の
大
規
模
生
産
組
紬
仁
樹
上
て
今
何
手

工
業
時
代
の
利
己
的
経
勝
目
方
訟
を
泊
用
し
て
居
る
結
川
端

で
あ
り
、
共
間
に
在
っ
て
ひ

z
h
北
米
合
衆
闘
が
未
曾

有
の
経
済
的
繁
栄
に
恵
ま
れ
、
所
語
新
産
業
革
命
の
時

代
を
現
出
し
っ
、
あ
る
の
は
、
大
髄
に
於
て
此
闘
の
貸

業
家
が
、
新
ら
し
い
生
産
組
織
に
応
じ
て
新
ら
し
い
経

管
法
令
通
用
す
る
ニ
ど
を
忘
れ
い
な
か
っ
た
潟
で
あ
る
正

説
明
し
て
腎
る
o

で
ゐ
る
か
ら
要
す
る
に
、
一
旦
生
産
組
織
が
新
ら
し

く
な
れ
は
経
替
方
法
も
新
ら
し
〈
な
る
べ
き
で
あ
b
、

而
し
て
新
ら
し
レ
経
管
法
の
下
に
は
常
然
今
迄
ご
は
異

米国自自動車玉、 4庄がそり新らL，，-組曲iJ;1こより j以泣ニ-t-'P問に集めた宙陪
十二億砕に上る主云はれるu

Henry Ford. Today and Tomorrow 1926 p. g 

1) 

.. 
. ~-I 



つ
わ
い
祈
ら

t
い
労
賃
制
度
が
行
は
れ
な
り
れ
ば
な
ら
ぬ
あ
る
o

彼
に
よ
れ
ば
、
今
日
勢
働
階
級
は
岡
民
山
大
多
一

ピ
云
ふ
の
が
フ
ォ
ー
ド
・
の
意
見
で
あ
る
。
彼
は
一
五
ふ
数
を
占
め
る
購
買
者
で
あ
り
、
努
貨
は
一
同
時
民
力

ω

ヱ
白
レ
峠
背
負
説
で
以
一
峰
山
川
契
約
に
於
り
る
傭
主
己
傍
働
重
要
な
る
訴
来
で
ゐ
る
。
放
に
「
失
業
者
は
仕
劫
を
失

者
ご
の
力
の
強
泌
が
労
貸
の
卒
を
定
め
る
ざ
説
〈
O

此

つ

h
k

顧
客
で
ゐ
る
、
彼
は
貿
ふ
こ

E
が
出
来
心
む
初
給

説
的
下
に
勢
働
組
合
が
起
り
、
組
織
的
闘
争
が
ポ
イ
コ
の
人
以
眺
武
力
の
乏
し
レ
顧
客
で
あ
一
る
、
彼
も
町
民
ふ
ニ

ッ
ト
や
ロ
ヅ
ク
ア
ウ
ノ
ト
を
武
器
ご

L
て
側
始
さ
れ
た
o
Z
が
出
来
な
い
。
購
買
力
の
減
少
は
や
が
て
不
松
戸
瓜
を

し
か
し
か
、
る
崎
背
負
説
は
、
瞥
て
金
鮒
主
義
士
生
'
A
V
b

生
す
る
。
不
渋
録
的
救
務

μ
故
l
購
買
力
を
地
仁
V1
な

扮
副
社
本
他

ω現
は
れ
仁
一
過
ぎ
ぬ
。
勢
貨
を
定
め
る
も
の
古
る
べ
〈
、
そ

ω購
買
力
的
孤
泉
は
勢
貨
で
あ
る
」
こ

は
備
主
の
W

靴
修
正
叫
労
働
者
の
勤
勉
で
ゐ
る
c

き
れ
ば
新
の
理
由
か
ら
彼
は
、
勢
貨
の
引
下
が
購
買
力
的
減
少
を

ら
し
い
労
賃
理
論
の
恭
礎
附
け
は
終
消
強
者
よ
り
も
寧
一
来

l
τ
品
品
じ
抗
凶
復
の
方
策
ピ
な
ち
符
必
こ
ご
を
明
ら
か

ろ
野
楽
家
の
義
務
で
お
ら
ね
ば
な
ら
旧
制
」
'
仁

L
、
聴
明
な
る
貸
業
家
は
寧
ろ
絶
え
中
努
貨
の
引
上

=

に

努

力

し

て

勝

良

カ

の

充

貨

を

計

h
、
叫
方
的
者
を
最
善

倍
、
新
様
な
抱
負
の
下
に
主
張
き
れ
る
フ
才

1
ド
の
の
顧
客
ピ
な
す
こ

Z
に
於

τ事
業
繁
栄
へ
の
道
を
見
出

勢
賃
設
ご
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
、
今
前
記

ω書
す
で
ゐ
ら
う
ご
逃
べ
て
居
る
。

中
に
散
在
す
る
断
片
を
綜
合
し
て
其
大
要
を
窺
ふ
こ
言
ア
才

1
ド
に
よ
れ
ば
、
州
労
働
者
は
右
の
如
〈
寸
口
氏
a

、
、
す
る
Q

日
目
外
に
於
て
締
修
者
の
最
善
的
顧
客
で
ゐ
る
が
、
叉

一
流
通
行
程
よ
り
視
た
る
崎
労
働
及
勢
賃

E
E
D
O
E
内
で
は
抑
制
鋒
者
の
冒

E
q
で
あ
る
吉
せ

ι

フ
ォ
ー
ド
の
努
賃
設
の
特
色
を
最
も
鮮
刷
に
言
ひ
表
れ
る
o
印
ち
刷
者
は
一
耀

t
あ
っ
て
、
持
働
者
は
目
加
に
よ

は
し

τ居
る
の
は
「
一
曾
枇
の
従
業
員
は
英
舎
枇

ω
最
名
将
脇
田
者
、
料
持
者
は
煩
脳
に
よ
Z
勢
例
者
で
ゐ
る
。

善
の
顧
客
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
白
」
ピ
云
ふ
彼
の
言
葉
で
従
勺
て
勢
賃
U
宮
門
官
百
円
丘
町
民
口

F
Z
E
剖
も

Fzm一ロ自
ω

副島

錦

ア
オ

1
ド
心
労
賃
諭

第
二
十
五
巷

/， 

ゾI

第

蹴

Ford， ibid.， pp. r 51-152 

Ford， ihicl.. p. '5'. 
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雑

体

←一一一一一

ア
オ

I
Y
白
勢
賃
論

の
見
込
利
盆
の
先
梯
び
で
あ
b
、
其
大
い
き
は

ロ
何
回
の
大
い
き

i
館
主
の
経
替
正
労
働
者
の
勤
勉
ー
に

よ
ワ

τ定
ま
る
。

以
上
を
通
じ
て
絶
え
守
カ
強
(
現
は
れ

τ居
る
の
は

「
勢
働
は
商
品
に
ゐ
ら
十
」
ご
の
思
想
で
あ
る
o
郎
も
フ

ォ
ー
ド
は
、
勢
働
者
合
勢
働
の
資
手
正
し
て
の
み
注
志

し
た
貸
業
家
の

E
島
民
E
H
を
破
る
ご
共
l
、
勢
貨
を
両

日
聞
の
代
償
己
見
て
共
が
他
の
商
品
に
於
け
る
が
如
〈
再

生
産
の

gm仲
卸
も
生
活
費
に
於

τ
定
ま
る
ご
設
〈
説

を
顛
倒
し
、
か
、
る
説
は
進
一
坊
の
停
止
せ
る
値
踏
枇
曾

に
於
て
の
外
は
無
意
味
で
あ
b
、
帥
宵
賃
は
生
活
費
に
よ

っ
て
定
ま
る
の
で
は
な
〈
、
反
劃
仁
一
労
貨
が
生
活
費
を

定
め
る
の
で
あ
る
Z
設
い
て
、
叫
労
働
者
を
商
品

ω地
位

か
ら
解
放
せ
ん
芭
し
た
。
換
言
す
れ
ば
、
勢
賃
は
無
限

に
高
〈
す
日
、
き
も
の
で
あ
っ
て
、
又
無
限
に
高
〈
な
b

得
る
も
の
で
あ
る
-
』
E
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

で
は
高
い
労
賃
は
如
何
に

L
て
可
能
で
あ
る
か
。
日

〈
「
其
は
工
場
の
中
か
ら
生
れ
る
」

二
生
産
行
程
よ
句
蹴
た
λ
一
勢
働
及
勢
賃

先
に
拙
労
働
を
商
品
E
見
る
と
芭
に
反
劃
し
た
フ
オ

1

月
以
ロ

ω
凹・

第
孟
十
五
巻

F、
回

第

棋

O 

ド
は
、
こ
、
に
於
て
一
一
糊
し
て
労
働
Z
商
品
正
の
類
似

性
を
指
摘
!
次
の
様
に
述
べ

τ居
る
。

「
労
働
の
購
買
叫
他
の
物
の
購
買
正
少
[
も
異
ら
な

い
、
卸
ち
支
梯
っ
た
代
伺
に
相
賞
す
る
丈
の
も
の
は
得

な
り
れ
ば
な
ら
向
。

vh
か
ら
高
い
勢
賃
三
一
品
っ
て
も
、

共
は
過
去
に
比
べ
て
よ

h
商
い
努
貨
で
ゐ
っ
て
、
正
賞

以
上
の
勢
質
支
梯
を
云
ふ
の
で
は
な
い
。
北
(
は
妙
働
者

が
自
己
の
働
き
に
よ
っ
て
取
る
よ
h
外
は
な
い
。
一
圃

は
勢
働
い
い
ょ
っ

τ維
持
苫
れ
る
、
日
々
の
生
産
的
労
働

は
こ
れ
ま
で
に
輿
へ
ら
れ
た
中
で
最
も
貴
重
な
富
の
源

泉
で
あ
る
o

故
じ
若
し
高
h
I

帥
芳
賀
仁
謝
し
て
少
し
の
第

働
が
な
さ
れ
る
ご
き
に
は
、
業
は
徒
ら
に
生
産
品
質
を
高

め
、
物
倒
的
勝
貨
を
来
す
こ
E
、
な
っ
T
購
買
力
の
増

加
は
些
ま
れ
な
い
1
0

要
す
る
に
高

ν勢
貨
は
、
唯
英
が

要
求
Z
れ
た
E
云
ム
て
支
梯
は
れ
る
も
の
で
な
い
・
』
さ

は
勿
論
、
其
が
枇
曾
の
購
買
カ
セ
増
す
こ
ど
に
な
ら
ね

ば
、
換
言
す
れ
ば
英
が
生
車
内
出
資
ゆ
低
下
を
件
ふ
の
で
な

け
札
ぱ
抑
ひ
得
な
い
の
で
あ
る
」

此
貼
よ
り
見
て
フ
ォ
ー
ド
の
所
謂
労
賃
引
上
は
、
を

の
字
面
仁
於
て
皐
仁
引
上
げ
ら
れ
た
勢
賃
率
に
相
等
す

Ford， ibid.. P・9，J54 5) 
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る
生
産
飽
率
に
止
ま
ら
守
、
真
に
其
以
上
の
旭
率
引
上
察
を
要
す
る
。
成
程
先
の
一
円
一
蚕
の
場
合
に
は
、
回

を
漁
期
す
る
も
の
三
五
は
ね
ば
な
ら
凶
o
簡
単
な
例
に
弗
の
勢
賃
や
梯
っ
て
入
弗
に
寅
れ
ば
(
入
弗
は
無
論
般

よ
っ
て
此
貼
を
説
明
す
る
吉
、
例
へ
ば
フ
ォ
ー
ド
の
工
一
定
で
あ
る
が
賂
来
之
を
賞
現
す
る
の
が
7

ォ
1
ド
の
理

場
に
於
て
、
八
時
間
労
働
で
四
弗
の
勢
貨
を
得
る
一
第
一
想
で
あ
る
)
時
四
b
の
四
弗
が
経
営
者
の
利
潤
に
な
h
、

働
者
が
一
日
白
働
率
一
肇
を
製
湿
し
得
る
も
の

Z
L、
一
後

ω場
合
仁
は
、
三
蚤
二
十
四
弗
仁
相
賞
す
る
自
動
車

便
宜
止
般
に
此
場
合
労
賃
以
外
に
生
産
費
を
要
せ
ぬ
も
一
を
製
造
し

τ、
内
六
弗
を
労
働
者
が
、
偽
の
十
八
弗
を

の
芭
す
れ
ば
、
一
基
の
生
産
投
は
四
弗
で
あ
る
o

今
鈴
一
印
税
佳
品
相
が
取
る
計
算
に
な

ιか
ら
、
枇
曾
主
義
的
な
表

質
を
問
弗
ur

ら
大
掃
に
五

O
，
弥
行
け
引
上
げ
る
-
e
E
に
↑
現
方
法
を
以

τす
れ
ば
、
勢
働
者
が
賀
郡
家
の
允
め
の

よ
っ

τ、
生
産
力
も
同
じ
〈
五

O
%を
増
す
ご
す
れ
ば
一
無
料
第
働
仁
使
役
せ
ら
れ
る
時
間
は
、
先
の
四
弗
の
勢

生
産
投
は
依
然
一
議
官
ム
リ
問
殉
を
下
b
得
な
い
が
、
若
一
賃
の
場
合
仁
は
一
日
入
時
聞
の
二
分
の
一
で
あ
る
が
、

し
生
産
力
が
五

OMW以
上
例
へ
ば
ニ

O
O
%増
し

τ、
一
後
的
一
六
弗
の
場
合
に
は
其
四
分
の
三
に
速
す
る
、

E
E

白
働
車
の
製
逝
能
力
が
一
日
-
挙
が
ら
三
肇
に
引
上
げ
一
へ
凶
で
も
な
い
。
り
れ

X
も
共
は
唯
紙
上
の
計
算
が
そ

ら
れ
る
古
語
仁
は
、
生
産
設
は
一
豪
嘗
b
四
弗
か
ら
二
一
う
な
る
ご
云
ム
に
止
ま
り
、
現
質
的
経
済
界
で
は
生
産

弗
に
下
る
こ
ご
、
な
る
か
ら
、
か
、
る
見
込
の
附
い
た
一
費
の
低
下
は
結
局
販
頁
倒
絡
の
引
下
正
な
る
の
が
常
で

上
で
始
め
て
券
貸
引
上
は
可
能
ご
な
る
、
吉
一
式
ふ
の
が
一
あ
る
o

殊
に
フ
ォ
ー
ド
の
所
説
君
"
問
。
言
。
民
話
仁
よ

フ
才

l
v
の
設
で
あ
る
o

一
る
経
笹
法
で
は
、
か
、
る
場
合
郎
座
に
倒
格
を
入
却
炉

フ
ォ
ー
ド
工
場
の
労
賃
引
上
は
、
斯
様
に
生
産
力
の
一
ら
阿
弗
位
に
引
下
げ
て
貰
上
敷
の
府
加
を
計
る
伏
、
そ

ド
ぃ
リ
大
な
る
引
上
を
前
提
己
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
し
一
う
す
れ
ば
三
憂
の
寅
上
債
格
十
二
弗
は
折
宇
さ
れ
て
勢

か
し
共
を
以
て
「
人
間
峨
労
働
力

ω搾
取
は
7

ォ
1
F
じ
働
者
経
替
者
何
れ
も
六
弗
を
得
ゐ
こ
正
、
な
h
、
所
謂

於
て
某
最
高
段
階
仁
達
す
る
〕
吉
一
五
ふ
二
百
は
誕
に
考
剰
依
田
恒
備
率
は
一
五

ωま
、
で
あ
る
o

術
此
計
算
に
よ
る

フ
オ

B
下

回

勢

質

論

第

ニ

十

五

巻

難

録

一λ亙

第

貌
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雑

フ
ォ
ー
ド
白
勢
賃
論

鍬

←一一

ご
生
産
費
の
引
下
に
よ
っ
て
勢
賃
及
利
潤
が
各
々
二
弗

を
増
し
た
に
調
し
、
自
働
事
の
購
買
者
は
債
格
の
竿
減

に
よ
っ

τ十
二
弗
の
負
措
を
軽
減
さ
れ
る
。
「
生
産
強
引

下
に
よ
る
利
盆
は
枇
曾
に
属
す
る
、
純
血
百
者
崎
労
働
者
は

皿
慣
椅
引
下
が
も
た
ら
す
取
引
量
の
増
加
に
よ
っ

τ酬
い

ら
れ
や
う
L

こ
れ
フ
ォ
ー
ド
が
『
Z
民
自
協
を
以
て
開
T

i
自
記
す
る
所
以
で
あ
る
。

そ
こ
で
次
に
問
題
芭
な
る
の
は
、
新
保
な
生
産
力
の

引
上
は
労
働
者
の
身
心
に
如
何
な
る
影
響
を
及
ぼ
す
か

高
い
努
貨
ご
低
い
生
産
設
正
の
聞
に
は
如
何
な
る
か
ら

〈
h
が
潜
ん
で
居
る
か
己
一
式
ふ
こ
Z
で
、
之
が
所
謂

回

.0arE
の
問
題
で
ゐ
る
。

今
此
結
じ
閲
す
る
7
オ

1
ド
の
意
見
を
極
的

τ簡
単

に
云
へ
ば
こ
う
で
め
る
o

日
〈
、
高
給
を
支
挑
は
れ
る

勢
働
者
は
、
生
活
の
不
安
を
持
た
す
仁
且
自
己
が
傭
主
一

の
宮
叶
E
2
で
あ
る
こ
Z
を
志
識
し
て
仕
事
に
熱
中
す
一

る
こ
Z
が
出
来
る
か
ら
、
労
賃

ω引
上
は
阪
に
共
自
身
一

に
於
て
生
産
力
増
加
生
産
設
引
下
の
致
巣
を
持
つ
、
が
一

就
中
此
目
的
伝
達
す
る
た
め
に
最
も
重
要
な
の
は
生
産

方
法
の
不
断

ω改
善
で
あ
っ

t
、
此
等
は
生
産
費
を
減

第
二
十
五
巻

一
凡
大

第

揖

争
る
ご
共
に
叉
殆
ん
ど
例
外
な
し
に
叫
労
働

ω苦
痛
を
和

ら
げ
、

E
E
耳

2
r
を

S
O
持
宮
町
品
仁
、
郎
も
長
時
間

の
苦
し
い
生
産
力
の
之
し
い
労
働
を
、
短
時
間
の
愉
快

な
生
産
力

ω豊
か
な
労
働
に
縛
化
す
る
。
此
等

ω
改
善

は
主
正

L
て
分
業
、
機
械
の
膳
用
、
標
準
化
、
原
料
の

節
約
等
に
よ
っ
て
行
は
れ
る
が
、
要
す
る
に
人
間
勢
働

の
浪
費
を
避
け
、
出
来
る
丈
之
を
有
致
に
使
用
せ
ん
が

震
に
外
な
ら
な
い
。

そ
し
て
此
等
の
改
善
が
、
極
め
て
徹
底
的
に
而
も
一

刻
の
休
も
な
〈
綾
り
ら
れ
て
行
く
鮪
に
フ
ォ
ー
ド
事
業

の
生
命
が
存
す
る
の
で
あ
っ
て
、
之
に
閲
す
る
多
〈
の

質
例
は
彼
の
E
叶
O
L
q
E
品
斗
O
E
。司
O
垣
ミ
パ
チ
興
味
深
〈

物
語
つ

τ居
る
。
彼
は
あ
る
批
評
家
り
云
っ
た
や
う
に

「
生
産
品
に
就
て
は
保
守
的
ご
一
五
ひ
た
い
蒋
慎
重
で
あ

る
が
、
生
産
方
法
に
闘
し
て
は
極
め
て
大
胞
で

R
革
命

的
で
あ
る
」
一
切
の
昨
日
告
一
O
ロ
を
排
尿
す
る
フ
ォ
ー
ド

の
工
場
が
持
つ
唯
一

ω
宮山町民
O
ロ
は
「
あ
ら
ゆ
る
も

の
は
改
善
の
伶
地
を
持
つ
」
ご
一
石
ふ
こ
ご
で
あ
る
。

か
〈
て
フ
才

l
v
ほ
生
産
品
質
の
引
下
が
無
限
に
可
能

で
あ
る
こ
さ
を
疑
は
な
い
I

。
そ

L
て
之
が
努
賃
の
引
土

Forc1， iIJid" p. 235 
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吉
相
伴
ふ
て
縦
け
ら
れ
る
に
於
て
は
、
購
買
力
は
無
限
貿
易
は
必
十
し
も
闘
を
富
ま
す
も
の
で
は
な
〈
、
寧
ろ

に
増
大
し
て
や
が
て
貧
乏
は
征
服
さ
れ
る
で
あ
ら
う
E

多
〈
の
場
合
輸
出
の
必
要
が
一
一
品
綱
吉
れ
る
こ
ご
は
其
園

云

ふ

の

で

あ

る

。

一

民

の

購

買

力

が

、

不

嘗

に

低

い

γ

勢
貨
の
た
め
に
如
何
に

=

一

一

搾

取

さ

れ

て

居

る

か

を

物

語

る

も

の

で

、

か

、

る

貿

易

7

オ
1
ド
の
勢
賃
設
に
於
け
る
注
目
す
ぺ
き
特
色
は
一
は
貧
富
の
懸
隔
吉
岡
際
聞
の
不
利
子
宮
増
す

ω
み
で
あ

彼
が
資
本
主
義
の
行
詰
を
生
産
カ
の
増
大
に
臆
じ

τ消
了
。
、
何
故
に
先
づ
内
世
省
み
て
園
内
的
購
買
力
を
充
質

費
力
の
増
大
が
計
ら
れ
な
か
っ
た
結
旧
木
正
見
る
こ
芭
か
了
し
な
い
の
で
ゐ
る
か
。
一
方
先
進
闘
の
み
が
治
b
得
た

ら
、
商
品
の
責
手
ご
し
て
の
勢
働
者
の
外
仁
、
商
品

ω
一
商
品
は
今
や
後
退
陣
に
於

τも
出
来
る
や
う
に
な
り
、

買
手
正
し

τの
労
働
者
を
畿
見
し
た
こ
Z
で
あ
る
。
彼
ご
此
意
味
に
於
て
も
先
進
国
の
輪
出
は
尖
第
に
凶
雌
ご
な

が
持
賃
を
購
買
力
の
源
泉
ご
見
た

ι
zは
、
過
去
の
勢
一
り
つ
‘
、
あ
る
か
ら
凶
内
市
場
の
開
拓
は
盆
々
戦
要
で
あ

賃
設
を
嶋
田

L
て
之
に
一
新
生
面
を
閲
己
、
新
し
い
勢
一
る
o

か
〈
の
如
〈
各
闘
が
先
づ
自
分
の
闘
内
の
昨
民
力

賃
説
建
設
の
基
礎
ケ
提
供
し
た
も
の
正
一
五
は
れ
ゃ
う
。
一
の
充
貨
に
着
服
す
る
に
至
れ
ば
、
後
進
凶

ω産
業
進
歩

即
も
労
働
者
を
勢
働

ω資
子
Z
の
み
見
た
貫
楽
家
は
一
吉
相
侠
つ

τ各
闘
の
経
済
生
活
は
弐
第
に
自
給
自
足
を

生
産
費
低
下
の
た
め
に
先
づ
勢
賃
引
下
を
行
っ
た
結
県
一
原
則
正

L
て
、
貿
易
は
唯
凶
々
の
澗
占
的
特
産
品
に
就

自
己
の
製
品
の
闘
内
市
場
を
見
出
L
得
な
い
た
め
、
岡
一

τの
み
行
は
る
、
こ
吉
、
な
h
、
今
日
の
設
内
ノ
セ
基
礎

外
市
場
に
販
路
を
見
出
苫
ん

Z
L、
此
販
路
獲
得
競
走
一
に
立
つ
貿
易
は
消
滅
し
て
、
時
四
永
の
貿
易
は
再
び
其
本

は
情
聴
に
戦
争
の
原
因
Z
も
な
る
に
至
っ
た
。
郎
一
九
戦
守
一
家
の
面
目
た
る
有
無
相
過
す
る
の
奉
仕
的
機
能
を
復
活

を
す
る
の
は
貧
乏
の
結
果
で
あ
っ

τ、
戦
守
の
結
果
貧
一
す
る
こ
吉
、
な
る
で
あ
ら
う
」

乏
芭
な
る
の
で
は
な
い
、
正
フ
ォ
ー
ド
は
一
五
っ
て
居
る
プ
オ

1
ド
は
斯
慌
に
巧
ω
問
。
宮
Q
Z
正
一
炉
、
ひ
芭

h

彼
は
叉
一
五
ム
、
「
今
日
の
貿
易
は
謬
想
で
満
も
て
居
る
。
枇
曾
問
題
の
解
決
に
貢
献
す
る
の
み
な
ら
守
、
夏
に
図

フ
オ

E

V
の

勢

質

論

ニ

A
七

..............，..，，....…一一一一……町一…一一一

"μ 

雑

結

俸
ニ
十
一
出
品
世

一

第

蹴
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却

錐

一
九
二
六
年
度
に
於
防
る
英
閥
融
行
界

際
聞
の
平
和
を
も
も
た
ら
す
も
の
で
ゐ
る
ご
説
い
て
居

る
、
が
川
端
L
て
」

rg向
。
富
。

E
5
は
ゐ
ら
ゆ
る
岡
、
あ

ら
ゆ
る
産
業
部
門
を
通
じ
て
逼
f
行
ひ
得
る
や
は
問
題

で
あ
り
、
此
等
の
問
題
に
就

τは
又
別
の
機
舎
に
考
察

し
た
い
V
Z
思
ふ
O

(

ニ
・
下
五
)

事


